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条
　
　
　
例
（
第
三
十
号
）

○
福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
事
務
局
調
査
課
）
…
…
…
…
…
一

◇
福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例

（
議
会
事
務
局
調
査
課
）

１　

日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
個
人
の
尊
厳
、
人
格
権
そ
の
他
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
及
び
政
治
分
野

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
福
岡
県
内
全
て
の
地
方
議

会
に
関
す
る
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
又
は
議
員
若
し
く
は
議
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
対
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
、
県
議
会
議
員
等
の
責
務
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
二
項
及

び
第
三
項
並
び
に
第
六
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
七
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
号

福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
の
条
例

　

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
個
人
の
尊
厳
、
人
格
権
そ
の
他
の
基
本
的
人
権
の

　

尊
重
及
び
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十

　

八
号
）
等
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
福
岡
県
内
全
て
の
地
方
議
会
に
関
す
る
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

又
は
議
員
若
し
く
は
議
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
同
法
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

　

一　

議
会
、
職
場
又
は
地
域
に
お
け
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
、
議
会
活
動

、
議
員
活
動
又
は
選
挙
活
動
（
準
備
活
動
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
政
治
活
動
（
以
下
「
政
治
活
動

等
」
と
い
う
。
）
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
、
当
該
言
動
の
相
手
と
さ
れ
た
者
（
以
下
「

相
手
方
」
と
い
う
。
）
の
政
治
活
動
等
の
環
境
を
害
す
る
も
の

　

二　

政
治
活
動
等
に
お
け
る
性
的
な
言
動
で
あ
っ
て
、
相
手
方
が
そ
の
対
応
に
よ
り
政
治
活
動
等
に

お
い
て
不
利
益
を
受
け
る
等
、
相
手
方
の
政
治
活
動
等
の
環
境
を
害
す
る
も
の

　

三　

政
治
活
動
等
に
お
け
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
言
動
で
あ
っ
て
、
相
手
方
の
政
治
活
動
等
の

環
境
を
害
す
る
も
の

　

四　

そ
の
他
前
各
号
に
類
す
る
相
手
方
に
対
す
る
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
、
事
実
に
反
す
る
風
説
の
流
布
そ
の
他

の
嫌
が
ら
せ
と
な
る
言
動
で
あ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
思
想
の
自
由
、
表
現
の
自
由
等

に
配
慮
し
て
も
、
な
お
、
一
般
に
許
さ
れ
る
限
度
を
超
え
、
身
体
的
若
し
く
は
精
神
的
な
苦
痛
を

与
え
、
又
は
相
手
方
の
政
治
活
動
等
の
環
境
を
害
す
る
も
の

２　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
県
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
」
と
は
、
福
岡
県
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
の
届
出
を
し
た
福
岡

県
議
会
議
員
（
以
下
、
単
に
「
県
議
会
議
員
」
と
い
う
。
）
の
候
補
者
及
び
県
議
会
議
員
の
候
補
者

と
な
ろ
う
と
す
る
者
を
い
う
。

３　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
代
表
者
会
議
」
と
は
、
会
派
間
の
意
見
調
整
そ
の
他
議
会
運
営
上
必
要
な

事
項
に
関
す
る
協
議
又
は
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
百
条
第
十
二
項
及
び
福
岡
県
議
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
九
月
十
七
日
議
決

）
第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
代
表
者
会
議
を
い
う
。

　

（
県
議
会
議
員
等
の
責
務
）

目

次

条
　
　
　
例
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第
三
条　

県
議
会
議
員
及
び
県
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
公
職
に
参
画
し
、
又
は
参
画
し
よ

う
と
す
る
者
と
し
て
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
個
人
の
尊
厳
を
不
当

に
傷
つ
け
、
人
格
権
そ
の
他
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
政
治
活
動

等
に
お
け
る
自
ら
の
言
動
を
厳
し
く
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

県
議
会
議
員
及
び
県
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
る
言
動
を
行
っ
て

い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
当
該
言
動
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
旨
を
指
摘
す
る
よ
う

努
め
る
等
、
率
先
し
て
福
岡
県
議
会
（
以
下
、
単
に
「
県
議
会
」
と
い
う
。
）
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
根
絶
す
る
よ
う
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

３　

県
議
会
議
員
は
、
県
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
立
場
を
自
覚
し
、
常
に
、
か
つ
、
何
人
に
対
し

て
も
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
た
行
動
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４　

県
民
は
、
本
条
例
の
趣
旨
の
理
解
に
努
め
、
本
県
の
地
方
議
会
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
啓
発
、
研
修
等
）

第
四
条　

議
長
は
、
前
条
に
定
め
る
責
務
の
遂
行
に
資
す
る
た
め
本
条
例
の
趣
旨
の
県
民
へ
の
周
知
及

び
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
議
会
に
お
い
て
、
及
び
県
議
会
議
員
の
政
治
活
動
等
に
関
し
て
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
県
議
会
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
、

県
議
会
議
員
、
県
議
会
議
員
を
補
助
す
る
者
、
福
岡
県
議
会
事
務
局
の
職
員
そ
の
他
希
望
す
る
者
に

対
す
る
研
修
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

議
長
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る
事
案
の
実
態
調
査
そ
の
他
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報

の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
に
努
め
、
そ
の
成
果
を
前
項
の
研
修
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
実
態
調
査

等
の
結
果
を
踏
ま
え
た
県
議
会
に
よ
る
必
要
な
取
組
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
相
談
体
制
の
整
備
）

第
五
条　

議
長
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
弁
護
士
そ
の
他
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
者
数
名
を
相
談
員
に
委
嘱
す
る
。

２　

議
長
は
、
福
岡
県
議
会
事
務
局
の
職
員
の
中
か
ら
指
定
し
た
者
（
以
下
「
指
定
職
員
」
と
い
う
。

）
を
相
談
員
の
補
助
業
務
に
従
事
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３　

県
議
会
議
員
又
は
県
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
こ
れ
ら
の
者
を

補
助
す
る
者
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
）
に
よ
る
被
害
を
申
し
立
て
る
も
の
（
以
下
「
申

立
人
」
と
い
う
。
）
は
、
議
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
相
談
員
に
対
し
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
よ
る
被
害
の
継
続
又
は
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
（
以
下
「
被
害
防
止
措
置
」
と
い
う

。
）
そ
の
他
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
相
談
事
案
へ
の
対
応
）

第
六
条　

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
を
受
け
た
相
談
員
は
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
事

実
を
確
認
す
る
た
め
、
申
立
人
及
び
申
立
人
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
と
す
る
者
（
以
下
「
被
申

立
人
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
等
、
必
要
な
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
相
談
員
は
、
議
長
が
認
め
る
範
囲
に
お
い
て
、
本
項
に
基
づ
く
業
務
を
他
の
調

査
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
に
委
託
し
、
又
は
指
定
職
員
に
補
助
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２　

議
長
は
、
本
条
の
規
定
に
基
づ
く
相
談
員
の
業
務
遂
行
の
自
由
を
保
障
し
、
相
談
員
、
相
談
員
の

委
託
を
受
け
た
者
及
び
指
定
職
員
は
、
当
該
相
談
事
案
に
関
す
る
秘
密
を
厳
守
す
る
と
と
も
に
、
調

査
そ
の
他
の
相
談
に
関
す
る
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
申
立
人
及
び
被
申
立
人
の
名
誉
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
そ
の
他
の
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
慎
重
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
県
議
会
に
よ
る
被
害
防
止
措

置
が
必
要
と
相
談
員
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
申
立
人
が
求
め
る
と
き
は
、
当
該
相
談
員
は
議
長
に

そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

４　

相
談
員
は
、
受
け
た
相
談
が
第
三
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
申
立
人
に
対
し
申
立
人
が

自
ら
と
る
べ
き
措
置
、
行
動
等
に
つ
い
て
助
言
す
る
も
の
と
す
る
。

５　

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
議
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
他
の
相
談
員
そ
の
他
の
者
の
意

見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６　

相
談
員
、
相
談
員
の
委
託
を
受
け
た
者
及
び
指
定
職
員
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に

基
づ
く
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
党
及
び
会
派
並
び
に
議
員
そ
の
他
の
関
係
者
の

干
渉
又
は
影
響
を
排
し
、
中
立
か
つ
公
平
に
当
該
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
調
査
協
力
義
務
）

第
七
条　

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
相
談
員
、
相
談
員
の
委
託
を
受
け
た
者
及
び
指
定
職
員
が
相
談

事
案
に
関
す
る
調
査
を
行
う
と
き
は
、
当
該
事
案
の
申
立
人
、
被
申
立
人
及
び
調
査
の
対
象
と
な
っ

た
関
係
者
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
相
談
事
案
関
係
者
の
義
務
）

第
八
条　

申
立
人
及
び
被
申
立
人
並
び
に
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
に
関
わ
る
者
は
、
申
立
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人
又
は
被
申
立
人
の
利
益
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
た
め
、
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
を
行

い
、
又
は
相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
、
相
談
員
の
発
言
そ
の
他
相
談
内
容
に
関
す
る
事
項
を
公
に
し

て
は
な
ら
な
い
。

２　

前
項
の
規
定
に
反
し
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
が
正
当
な
理
由
な
く
公
に
な
っ
た
と
き
は
、
議
長

は
、
当
該
事
案
に
関
し
中
立
か
つ
公
平
な
観
点
か
ら
確
認
し
た
事
実
及
び
公
に
さ
れ
た
事
項
の
う
ち

事
実
に
反
す
る
も
の
を
公
表
し
、
又
は
当
該
相
談
業
務
を
中
止
し
、
若
し
く
は
停
止
す
る
等
、
申
立

人
の
意
向
を
確
認
し
た
相
談
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
申
立
人
又
は
被
申
立
人
の
正
当
な
利
益
を
守
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３　

申
立
人
及
び
被
申
立
人
並
び
に
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
に
関
わ
る
者
（
た
だ
し
、
相

談
員
を
除
く
。
）
は
、
相
談
事
案
に
関
し
相
談
員
を
介
さ
ず
直
接
交
渉
し
、
又
は
申
立
人
若
し
く
は

被
申
立
人
を
威
迫
す
る
等
、
相
談
員
の
業
務
の
公
正
な
遂
行
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
防
止
措
置
等
）

第
九
条　

議
長
は
、
相
談
員
の
報
告
又
は
意
見
を
踏
ま
え
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
県
議
会
に
よ

る
対
応
と
し
て
必
要
と
認
め
、
か
つ
可
能
な
範
囲
に
お
い
て
、
被
申
立
人
に
対
し
、
注
意
を
喚
起
し

、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
な
い
よ
う
求
め
、
又
は
勧
告
す
る
等
の
被
害
防
止
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
代
表
者
会
議
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
長
は
、
被
申
立
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
応
じ
な
い
と
き
そ
の
他
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害

の
継
続
又
は
再
発
を
防
止
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
代
表
者
会
議
の
議
を
経
て

、
相
談
の
内
容
、
調
査
結
果
及
び
前
項
の
措
置
に
関
す
る
事
項
の
全
部
又
は
一
部
を
公
表
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

（
市
町
村
議
会
と
の
連
携
）

第
十
条　

福
岡
県
に
お
け
る
議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
、
議
長
は
、
県
内
市
町
村
議

会
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の
た
め
の
活
動
の
支
援
、
協
働
そ
の
他
県
内
市
町
村
議
会
と
の
連

携
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
議
長
は
、
県
内
市
町
村
議
会
の
議
員
及
び
事
務
局
職
員
の
誰
も

が
参
加
で
き
る
研
修
を
県
内
市
町
村
議
会
と
連
携
し
て
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
議
長
は
、
県
内
市
町
村
議
会
に
お
け
る
、
又
は
県
内
市
町
村

議
会
議
員
の
選
挙
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
議
員
又
は
当
該
議
会
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
第
五
条
の
相
談
員
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
相
談
員
の
委
託
を
受
け
た
者

又
は
指
定
職
員
に
当
該
事
案
に
関
す
る
調
査
を
行
わ
せ
、
及
び
相
談
員
に
当
該
相
談
者
そ
の
他
当
該

市
町
村
議
会
の
関
係
者
に
対
す
る
必
要
な
助
言
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

議
長
は
、
市
町
村
議
会
議
員
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
議
員
の
承
諾
の
下
に
関
係
市
町

村
議
会
の
議
長
に
そ
の
内
容
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５　

第
七
条
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
に
準
用
す
る
。

　

（
取
組
状
況
の
公
表
）

第
十
一
条　

議
長
は
、
実
施
し
た
研
修
、
相
談
の
受
付
及
び
対
応
の
状
況
、
第
三
条
に
規
定
す
る
者
が

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
責
務
を
果
た
す
上
で
参
考
と
す
べ
き
事
例
等
、
本
条
例
に
基
づ
く
取
組
の
状
況
を
随

時
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
補
則
等
）

第
十
二
条　

議
長
、
副
議
長
そ
の
他
の
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
代
表
者
会
議
の
構
成
員
が
申
立
人

又
は
被
申
立
人
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
の
特
則
そ
の
他
本
条
例

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
代
表
者
会
議
の
議
を
経
て
議
長
が
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並

び
に
第
六
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
こ
の
条
例
の
見
直
し
）

２　

こ
の
条
例
は
、
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。


